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限界がある O 今回，私は化学物質の生分解性試験法である阪大法ならびにTOC 阪大法の試験系を河川環境のモデル
系とし，化学物質に対する河川水中の微生物群集の応答を細菌数，アニリン分解菌数，細菌の活性および細菌群集構
造の変化から解析した。細菌数としては全菌数ならびに寒天平板培地法による従属栄養細菌数を測定した。また蛍光
染色剤CTC やCFDAを用いて細菌の呼吸活性，エステラーゼ活性をシングルセルレベルで測定した。さらに 168 rR 



















解析した結果，アニリンの生分解が盛んな時期ではBurkholdería. Pseudomonαs rRNAIII型および、Alcalígenes に
属する細菌が優先種となった。
さらにアニリンをモデル化合物，阪大法ならびにTOC 阪大法の系を河川のモデル系として，アニリン生分解にと





列を指標として検出するHNPP/Fast Red TR 一蛍光in situ ハイブリダイゼーション法を用いることによって，
従来のコロニーハイブリダイゼーション法に比べて多くの細菌を分類することができた。その結果，アニリン以外の
炭素源の有無にかかわらずアニリンの生分解が盛んな時期にはPseudomonαs rRNA 1 型および、Acinetobαcter に属




ることがわかった。また. TOC 阪大法の実験系と全菌数計測法，活性染色法. HNPP /Fast Red TR -蛍光m
situ ハイブリダイゼーション法を組み合わせることにより，環境中に放出された化学物質がそこに生息する微生物
に与える影響を評価できることがわかった。さらにその評価結果より，アニリンの生分解にはアニリン以外の炭素源
の有無にかかわらずPseudomonαs rRNA 1 型および、Acinetobαcter に属する細菌が関与し，アニリン以外に炭素源





的遺伝子プロープを用いたHNPP/Fast Red TR -蛍光in situ ハイプリダイゼーション法により解析し，化学物
質の微生物生態系に対する影響を定量的に明らかにしたものである。その結果，化学物質の分解にともない特定の細
菌群が優占となり，分解の終了とともに再び群集構造は大きく変化することを示した。またその変化は河川の環境に
より大きく異なることを明らかにしている o 自然環境中の細菌の多くは通常の方法では培養が難しく， このような手
法が環境中に放出された化学物質の微生物群集に与える影響を客観的に評価できることを示すものである。このよう
な新しい手法は環境中での化学物質の生分解に中心的な役割を果たしている細菌の動態を明らかにするための基礎と
なるものであり，その成果は化学物質の環境中での運命予測にも貢献することより，博士(薬学)の学位論文に値す
るものと判断するo
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